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　黄金色の豊かな実りに頭を垂れた稲を東郷中学校の

1年生と3年生97人．が参加して9月28日にウルチ米の

刈取が行われました。

　これは、新教育課程で生み出された年間約140時周

の二学校創意の時間」に、稲作を中心とした勤労生産

学習を組み入れ、学校近くの水田11アールに全生徒が

参加して6月8日に植付けられたものです．それから

躯取り、追肥と生徒たちの手で育てられ刈入れとなっ

たもの。

　引き続き、10月12日には残りのモチ米を2年生の手

によって刈取られ、学校行事のきいに使用されます。

全生徒が、田植から収穫までの作業に汗を流しました

　収穫：ウルチ米310勿、モチ米130匂でした一
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降りゆくとわが見おろせば秋日さし

飛騨の山川うららけく見ゆ
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総
　
一
　
甲
．
野

瀞
♂
桑
中

吊
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、
㌧
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∵
∫
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ニ
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二
W
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昌
で

ロ
　
　
　
ニ
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一
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一
y

職葺湿
掻〆毒竃

♂
、
、驚．♂ ’亭

@
　
ら

～
♂
　
豊

　
一
曹
・
、

三．

@
噛

・
訂
噸
♂
≒

～
　
　
．

㌔
、
．
，
　
望

投

資
的
経
費
に

一
三
億
六
千
二
百
⊥

町
道
・
農
道
の
改
良
・
舗
装
率

　
九
月
定
例
町
議
会
に
お
い
て
承
引
巴
・
・

れ
た
、
昭
和
五
十
五
年
度
の
【
般
会
計

と
特
別
会
計
の
決
算
状
況
を
お
知
ら
せ

す
ま
す
。

般
会
計

あ
　
ら
　
ま
　
し

　
昭
和
五
十
五
年
度
「
般
会
討
予
算
は

国
、
県
の
公
共
事
業
の
抑
制
、
補
助
金

制
度
の
統
合
、
削
減
合
理
化
に
伴
う
「

般
歳
出
の
圧
縮
等
き
び
し
い
社
会
経
済

の
中
に
あ
っ
て
極
め
て
困
難
な
財
政
運

用
か
予
恕
さ
れ
た
か
、
国
の
地
髪
財
政

訓
画
等
の
方
釧
を
踏
ま
え
な
か
ら
、
前

年
度
に
引
き
続
き
、
農
林
業
と
商
工
叢

の
振
興
、
学
校
教
宵
社
会
教
育
の
推
産

社
会
資
本
の
整
備
、
へ
き
地
振
興
と
地

域
格
差
の
是
正
、
企
業
の
誘
致
の
五
つ

の
重
点
施
策
を
更
に
推
進
し
充
実
を
図

る
へ
を
、
当
－
初
に
わ
h
て
二
一
．
一
倍
陣
一
、
　
一

四
⊂
万
円
の
予
算
を
編
成
、
そ
の
後
、

過
疎
地
域
振
興
特
別
配
置
決
の
制
定
に

k
る
事
業
計
画
の
策
定
に
伴
う
事
業
の

変
更
、
補
助
事
業
に
よ
る
補
助
金
増
減

に
伴
う
更
止
、
災
害
復
旧
事
業
の
追
加

職
貝
．
紺
与
等
の
改
定
、
更
に
は
歯
科
診

療
所
、
地
区
集
会
所
、
こ
み
処
理
施
設

消
防
施
設
等
の
建
設
事
業
費
等
、
前
後

八
回
の
補
正
を
行
い
最
終
予
算
は
前
蛋
，

墜
の
繰
越
事
業
を
含
力
二
四
球
八
、
へ

ハ
万
七
千
円

七
二
・
九
％

八
三
万
七
丁
円
と
な
り
、
尋
前
年
比
に

お
い
て
　
　
。
九
％
の
伸
び
と
な
、
、

予
算
の
執
行
実
績
は
載
入
に
お
い
て
、

二
五
億
九
、
一
．
．
九
（
㌧
万
五
丁
円
、
歳
出

に
わ
い
て
一
．
四
億
五
、
六
九
五
万
四
下

円
と
な
）
ま
し
た

自
主
財
源
は
1
5
副
。

　
歳
入
に
わ
、
，
る
構
成
は
、
地
力
交
付

税
が
最
も
凄
く
三
一
・
一
。
。
を
占
刃
、

次
い
で
国
噂
支
出
金
一
八
。
八
％
、
地

力
債
一
五
・
八
％
、
県
乏
出
全
一
．
・

パ
％
と
な
り
地
占
刀
財
政
の
甘
坐
幹
財
源
て

あ
る
町
税
は
八
。
二
％
と
’
、
つ
た
．

投
資
的
経
費
に
五
五
・
四
％

　
歳
出
に
わ
肝
る
構
成
比
は
、
目
的
別

て
ば
農
林
水
産
業
費
．
＝
一
。
A
％
、
教

自
営
二
一
．
．
・
一
％
か
高
い
比
阜
を
占
め

次
い
で
t
木
蝋
一
一
。
一
．
グ
。
、
以
卜
弓

田
費
、
洋
酒
買
、
災
害
復
旧
貢
、
公
験

費
等
と
な
r
・
て
い
ま
す
．

　
性
質
別
て
は
投
資
的
経
實
か
一
．
一
．
億

六
、
　
一
．
　
ハ
乃
七
〒
寸
円
㌦
ム
六
・
四
％

を
占
め
、
学
校
改
築
に
よ
る
減
少
、
・
あ

っ
た
も
の
の
依
然
圧
五
％
を
一
廻
る
局

率
を
占
み
て
h
る
　
言
い
て
入
目
費
↓

九
・
四
％
、
公
債
實
ヒ
・
九
％
、
補
助

一
買
六
・
四
ゲ
0
、
物
桝
費
看
・
　
ハ
％
、
扶

助
實
四
・
』
％
等
と
な
一
て
い
ま
す

　
投
資
附
提
議
の
内
奨
．
・
目
復
旧
實
を
除

く
酋
通
建
設
事
業
て
は
、
耗
合
モ
千
v

事
業
、
山
振
事
業
、
団
体
営
ほ
か
農
道

整
備
事
業
等
の
農
林
水
産
業
施
設
整
備

費
か
最
も
人
｝
、
－
（
四
億
一
、
、
四
二
八
万

匹
T
円
と
な
、
、
適
い
で
小
学
校
改
築

及
一
、
）
村
会
教
冒
施
設
等
の
教
育
施
設
費

か
．
．
億
パ
、
九
ハ
五
万
五
夏
型
、
町
道

改
艮
等
の
↓
木
施
設
實
市
債
二
．
．
、
九
六

　
力
九
千
円
、
歯
科
診
療
所
、
簡
易
水

道
等
保
健
衛
牛
環
境
整
備
費
パ
、
八
七

し
力
一
F
円
、
そ
の
他
消
防
施
設
、
箭

会
編
初
施
設
、
h
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周
辺
整
備
費
等
て

四
、
四
九
四
／
5
二
下
円
と
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．
一
、
こ
れ

ら
菖
通
建
設
事
業
の
遂
行
に
h
つ
て
よ

同
、
県
の
補
珂
事
業
を
最
大
限
こ
当
用

し
、
補
助
事
業
費
は
七
重
．
、
自
　
へ

b
．
．
．
下
円
（
ハ
．
．
．
、
ヒ
％
）
と
ゆ
｝
ー
ナ
ト

し
た
、

　
決
勢
の
収
襲
は
、
実
質
収
契
↓
億

へ
九
ム
b
一
全
円
、
単
年
唆
収
受
に
あ

h
て
も
一
、
　
一
一
　
わ
九
干
円
の
甲
了

決
算
を
見
る
二
と
か
出
来
ま
し
た

内

訳
　ま

つ

の

と

お
　）

距」

卜
、

目

的
別

㌧η
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ノ，

」

な
、、ミ

出

の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
＝
・
7
一
二
’

　
総
務
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
一
活
動
昇
進

の
一
儀
と
し
て
直
力
て
い
る
落
鹿
・
中

尾
・
一
谷
原
地
区
集
会
所
建
設
に
対
し

ヘ
　
　
ハ
リ
・
八
下
田
口
の
一
助
誌
眠
ナ
甲
ノ
汀
つ
♪
．
1
5
、

か
、
坪
谷
・
羽
坂
・
寺
迫
・
へ
弔
原
の

四
地
区
の
消
防
器
博
の
改
築
を
行
、
、

地
域
格
考
足
止
を
図
っ
た
．
又
、
年
久

秘
画
て
設
置
し
て
い
る
全
八
属
製
の
掲

示
板
を
五
地
区
に
配
置
し
た
ほ
か
、
丈

1
1
日
事
洛
の
能
率
化
を
図
る
㌔
カ
、
，
司
降

舵
の
電
子
複
写
機
を
設
備
し
た
。

　
三
月
に
よ
、
参
議
院
議
員
通
晒
吊
産
以
丁

及
び
衆
議
院
議
員
絶
選
挙
、
最
善
裁
判

所
裁
判
官
国
民
審
査
が
執
行
ヴ
・
・
れ
た
か

き
れ
い
な
選
挙
の
啓
発
と
争
権
防
犀
に

努
力
し
そ
の
遂
行
に
努
め
ま
し
た
。

民
生
費
向
濃
艶

は
、
国
、
県
の
施
策
二
対
応
し
、
住
民

の
実
態
把
握
に
弔
占
、
を
お
く
か
七
わ
・
，

他
の
関
係
機
関
と
連
携
を
密
に
す
る
と

と
も
に
、
地
域
住
民
の
福
祁
行
政
の
向

一
に
努
ゐ
ま
し
た
　
又
、
高
齢
化
わ
会

こ
伴
い
老
人
医
療
費
の
軽
減
を
図
る
こ

と
か
、
ム
，
後
の
課
題
て
あ
る
こ
と
は
い

つ
ま
て
も
な
h
か
、
健
康
つ
く
一
事
業

と
相
ま
っ
て
い
期
発
見
、
甲
期
治
療
を

指
導
し
た
　
な
か
て
も
老
人
医
糠
費
之

結
事
業
に
わ
い
て
｝
玉
、
受
結
者
七
．
．
、
八

名
（
七
f
才
媛
一
対
象
）
に
対
し
四
τ

八
一
九
乃
九
重
円
の
三
里
を
し
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
健
衛
荏
↓
、

　
衛
生
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
G
民
の
健
康
維

持
坤
高
と
公
衆
衛
牛
に
あ
る
の
て
、
予

防
子
牛
の
面
か
ら
事
業
を
拍
冠
し
、
久
－

種
予
防
接
種
の
実
施
、
岬
、
こ
つ
に
各
種
ρ

民
検
診
と
コ
ノ
ヒ
ユ
ー
々
に
・
k
る
健
凍

清
椰
調
吾
を
実
施
し
た
．

　
環
境
猛
牛
の
面
か
ら
、
河
甲
の
空
乳

朽
染
防
巨
の
九
め
伍
ヘ
イ
八
ヵ
所
及

一、

j
田
口
原
飲
料
水
供
結
施
設
の
水
質
検

査
を
実
施
し
た
　
又
、
不
燃
物
コ
ミ
処

理
施
設
用
地
と
し
て
、
一
力
配
下
．
．
一
四

1
1
の
」
」
地
買
収
を
行
ゲ
、
た

　
∵
’
、
地
医
療
君
策
の
一
つ
と
し
’
、
、

歯
科
診
療
所
の
建
設
を
実
施
し
た
髭

　
へ
」
聖
目
キ
あ
h
f
椀
拝
～
几
f
ハ
任
の
二
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隼
唆
と
し
、
初
年
唆
は
用
地
買
収
、
造

成
、
診
療
棟
、
医
師
佐
宅
の
建
設
等
事

業
費
三
干
九
百
ゴ
．
」
－
万
三
千
円
を
も
つ

て
実
施
し
た
．

農
林
水
産
萎
●
擁
照

る
五
倍
七
千
パ
百
ハ
↑
一
、
．
乃
パ
下
上
を

支
出
し
ま
し
た
。

　
農
業
関
係
て
は
、
一
5
川
地
区
ほ
カ
f

地
区
の
農
道
舗
装
・
改
良
事
業
を
は
し

め
、
産
業
施
設
等
に
対
す
る
補
助
金
交

伺
要
綱
に
基
？
…
、
農
道
改
良
、
舗
装

ユ
事
十
地
区
、
用
水
路
施
設
エ
事
四
地

区
、
橋
梁
改
良
補
修
工
事
4
橋
、
災
害

後
旧
］
事
（
水
田
）
　
一
地
区
、
生
活
関

建
生
「
＝
ヶ
リ
ー
ト
舗
装
エ
事
三
卜
二

地
区
の
耳
・
か
、
農
村
総
合
整
備
モ
テ
レ

三
業
て
は
、
地
内
の
ほ
場
整
備
、
東
下

42

_
道
僑
、
仲
野
原
集
落
道
の
改
良
、

ハ
ノ
山
農
道
舗
装
を
実
施
し
ま
し
た

　
又
、
山
村
振
興
対
策
事
業
て
の
、
中

水
流
地
区
、
稲
葉
野
地
区
の
ほ
場
整
備

の
ほ
か
、
入
神
、
日
野
地
区
の
ほ
場
整

備
を
地
域
農
政
特
別
対
策
事
業
で
実
施

し
ま
し
た
．

　
林
業
て
は
、
公
有
林
経
営
計
画
に
基

づ
き
、
干
刈
、
つ
る
切
除
伐
、
新
植
を

実
施
し
た
。
八
路
二
一
↓
．
千
六
百
メ
ー
ト

し
の
し
い
た
け
作
業
路
を
開
き
く
し
た

ほ
か
、
し
い
た
け
原
木
林
造
成
と
百
八

ヘ
ヶ
レ
ー
ル
に
及
ふ
松
く
い
虫
の
屯
中

防
除
を
実
施
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
民
の
生
活

　
土
木
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
環
境
の
格
差
是

沼
目
ひ
産
業
、
経
国
発
展
の
基
盤
て
あ

る
道
路
整
備
拡
充
に
は
、
一
億
九
干
パ

百
瓦
ト
六
万
円
を
費
し
、
年
や
急
増
し

大
型
化
し
た
自
動
甲
交
通
に
対
処
す
る

た
め
、
町
道
整
備
冷
重
庶
的
に
実
施
し

ま
し
た
．
そ
の
結
果
、
町
迫
延
長
十
一
．

力
一
千
二
百
ニ
ト
ヒ
メ
ー
ト
ル
の
内
改

良
延
長
十
万
四
百
八
f
ハ
ズ
ー
ト
ル
（

改
「
良
率
　
　
七
六
・
六
％
）
　
、
内
仙
論
装
延

長
九
万
五
干
パ
百
ヒ
ト
ヒ
ズ
ー
ト
ル
（

舗
装
率
　
七
一
．
・
九
％
）
の
実
績
を
示

し
ま
し
た
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
消
防
団
員
ま

　
消
防
費

　
　
　
　
　
　
　
　
条
例
定
数
四
百

九
一
人
に
対
し
実
団
員
数
は
四
百
八
一

一．

D
人
と
定
数
を
超
え
て
い
る
．
消
防
団

は
そ
の
任
務
遂
行
卜
、
秀
れ
た
組
織
り

と
施
設
を
保
持
す
る
必
要
か
あ
、
、
幹

部
と
一
般
団
員
に
対
し
指
挿
要
領
、
硯

律
動
作
、
†
ノ
ブ
操
法
訓
練
等
を
実
施

し
、
組
織
刀
の
強
化
に
図
う
た
．

　
本
年
嚢
に
、
可
般
動
力
＋
ノ
ブ
ニ
台

防
火
水
槽
四
槽
、
串
、
ノ
ブ
格
納
陣
ゴ
．
カ

所
、
　
警
士
岬
ム
ロ
一
A
口
、
　
接
岸
僧
』
路
六
跨
線

を
整
備
し
、
現
存
、
自
動
軍
ホ
ノ
ブ
一

台
、
可
搬
動
刀
ホ
ノ
ブ
ニ
．
十
．
．
．
台
、
消

火
栓
九
卜
基
、
フ
ー
ル
三
槽
、
防
火
水

槽
一
．
一
十
八
槽
、
詰
所
・
器
庫
＝
．
レ
一
棟

警
鐘
二
二
卜
一
台
、
接
岸
道
路
．
↓
f
ハ

ヵ
所
と
な
っ
て
い
ま
す
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
隼
艘
に
引

　
教
育
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
続
㍉
、
、
．
教
百

費
総
額
五
億
六
千
六
百
八
十
九
万
九
干

円
の
二
三
億
二
T
八
百
七
十
九
万
二
干

円
（
五
八
・
ご
％
）
を
投
し
て
福
瀬
小

学
校
亜
び
に
坪
谷
小
学
校
の
改
築
を
行

っ
た
。
又
、
国
、
県
の
教
胃
施
策
に
呼

応
し
て
、
学
校
教
倉
、
社
会
教
［
首
そ
れ

ぞ
れ
に
お
い
て
本
町
教
倉
万
針
に
そ
っ

た
教
肯
の
振
興
こ
努
み
た
．

歳出の性質別構成

的

経

「ユs％、

　繭曲
　，　山

　弔コs
誌　や　バ
ド潜
ち

24億

義＼
　　　　　務

人件費
4億7774万円

　　’194％｝

　　　　∠稿鋸
公債費
1脆9416万4千円

、　フ9％

費
～

oo

こ1

礁
騰

　
　
　
　
　
！

5，695万4千円

＼　　（100％）　　ノ
　
　
資

投

亀

普通建設峯業費
11億6ア26万1千円

　　「475％

的

経

（554％）
費

歳出の目的別構成

農林氷産業費

5壌7663万6干円衡
235％

教育

／24億＼
5，695万4千円

＼σoo％ノノ

獄
一
民生費
2億1276万1干円

87％　／

［

5億6685万S柵

231％　　　／

／　聡務費
2黛
P638賄ま木費

　88％／
　　　　　2欝7・59万・櫓

　　　　　　1η3％

6

」

　

　
公
民
館
建
設
費
で
は
、
小
野
田
公
民

蝕
二
百
五
十
九
㎡
を
二
T
四
百
九
1
（

刀
四
下
円
を
恥
し
て
改
築
し
た
．
又
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
と
し
て
、
老
人
ス

串
一
，
普
及
の
た
め
、
鶴
野
内
区
有
地

に
ヶ
ー
ト
ボ
ー
ル
競
技
場
二
面
を
造
成

し
、
付
帯
設
備
に
休
憩
所
、
便
所
等
を

総
工
事
費
一
・
．
百
一
．
↓
六
万
二
千
円
を
も

つ
て
建
設
し
ま
し
た
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
災
害
に
つ
い

災
害
復
旧
費

　
　
　
　
　
　
　
　
て
は
、
過
年
災

昭
和
五
十
四
年
十
月
十
八
日
の
二
十
号

台
風
、
五
十
五
年
災
は
ト
月
台
風
卜
九

号
に
依
り
耕
地
、
林
道
関
係
と
公
共
十

木
施
設
に
多
大
の
被
害
を
受
け
た
．

　
耕
地
災
害
復
旧
ト
地
区
、
林
道
災
害

復
旧
一
地
区
、
七
木
災
害
復
旧
五
卜
」
．

地
区
の
事
業
を
実
弛
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
年
度
の
公

　
公
債
費

　
　
　
　
　
　
　
　
出
費
総
領
ま
、

↓
億
九
T
四
百
壬
人
万
円
で
、
そ
の
内

訳
は
、
超
偵
償
還
金
一
億
九
丁
九
卜
九

力
五
ア
円
（
元
令
丸
干
五
百
七
b
↓
丁

丁
、
利
ア
↓
億
五
百
九
卜
．
一
万
四
干
円

）　

A
　
一
調
吋
借
田
入
金
利
己
」
＝
．
百
工
－
六
均
八

干
円
、
起
債
払
込
手
数
料
二
一
円
で
あ

る
．　
年
唆
末
起
債
現
在
高
は
ト
九
億
二
千

五
百
四
十
七
万
九
千
円
と
な
、
、
公
債

比
率
は
ト
一
・
．
↓
％
と
な
う
ま
し
た
、

特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

歳
人
ゴ
．
億
一
・
．
百
へ
一
．
万
．
．
．
丁
円
、
歳

出
二
億
七
丁
血
百
．
．
i
四
万
口
T
円
て

弄
引
．
↓
千
八
百
四
十
九
謂
れ
下
円
の
里

？
決
算
と
な
っ
て
い
ま
す

　
こ
の
事
業
の
目
的
は
、
被
保
険
者
の

健
康
管
理
と
疾
病
等
に
対
す
る
保
険
給

付
に
あ
る
．
国
民
健
康
に
お
げ
る
被
保

検
者
加
入
言
合
は
、
入
口
に
対
し
て
ハ

、
・
四
％
て
被
保
険
者
は
二
・
へ
％
滅

少
し
ま
し
た
．

　
療
養
給
付
實
に
つ
い
て
は
、
老
人
医

療
の
無
料
化
高
額
一
毛
費
支
給
等
で
年

や
増
向
に
あ
っ
、
本
年
曖
は
h
・
一
．
．
％

の
増
と
な
）
ま
し
た
．

　
・
戚
三
二
頷
の
八
八
・
四
％
か
保
険
船

B
費
て
あ
る
か
、
歳
出
総
領
に
対
す
る

保
険
給
付
費
の
割
合
か
一
・
「
％
減
少

し
た
の
は
、
新
規
事
業
と
し
て
保
健
施

設
に
お
h
て
、
コ
ノ
ヒ
ユ
ー
ウ
k
ノ
ラ



　
　
事
業
を
実
施
し
た
こ
と
な
こ
、
又
、
従

働
　
来
か
ら
実
施
し
て
い
る
家
庭
用
救
急
医

　
　
藁
品
の
配
布
で
医
療
費
の
抑
制
に
努
り

　
　
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
．

町報とうこう

箇
易
水
道
事
業
特
別
会
計

　
歳
入
総
額
一
千
六
百
一
．
一
十
八
万
二
干

円
、
歳
出
総
額
一
干
五
百
二
十
四
万
六

丁
円
て
茅
引
き
百
一
三
万
六
干
円
の
學
、

字
決
算
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
簡
易
水
道
事
業
は
山
陰
地
区
外
四
施

設
に
お
4
3
い
て
七
五
四
世
帯
二
、
四
七
二

人
の
給
水
を
し
て
い
ま
す
。
町
人
口
に

対
す
る
普
及
率
は
三
七
。
五
％
に
な
’
・

て
い
ま
す
、

国
民
健
康
保
険
病
院

事
業
会
計

　
病
院
事
業
会
費
は
地
方
公
営
企
業
法

に
基
づ
㍉
・
・
、
独
立
採
算
制
に
沿
っ
た
経

営
に
務
め
、
主
要
財
源
の
医
業
収
益
も

増
加
し
、
安
定
し
た
事
業
実
績
を
あ
げ

る
こ
と
か
で
き
た
。
半
面
諸
経
費
も
支

出
増
と
な
っ
た
か
、
極
力
費
用
節
減
に

つ
と
み
、
こ
の
結
果
収
入
総
額
二
億
二

白
九
十
四
万
四
千
円
、
支
出
総
額
一
億

九
干
五
百
九
十
二
力
三
千
円
、
差
引
き

七
百
二
万
一
千
円
の
純
利
益
と
な
う
、

前
年
度
練
越
利
益
剰
余
金
三
百
六
十
一

力
日
干
円
を
併
せ
、
当
年
度
未
処
分
利

益
剰
余
金
一
干
六
十
四
万
円
と
な
う
ま

し
た

難
繊
　
　
響
｛
葺
無

帽
税
を
知
る
週
間

　
小
学
生
に
四
十
力
三
島
円
、
中
学
牛

に
四
十
九
万
九
千
円
、
高
校
生
に
五
f

六
万
六
千
円
。
こ
れ
は
、
昭
和
五
十
四

年
度
で
国
や
地
刀
公
共
団
体
が
負
担
し

た
公
・
）
学
校
の
生
徒
一
人
当
り
、
一
隼

間
の
教
育
費
の
額
で
す
．
．

　
国
や
三
二
公
比
、
団
体
は
、
二
の
髪
う

な
教
育
活
動
の
ほ
か
、
道
路
や
橋
の
建

設
、
警
察
、
消
防
な
ど
、
私
た
ち
か
豊

か
で
幸
福
な
生
盾
で
て
｝
、
・
る
よ
う
に
幅

仏
い
盾
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
税
金
は
、
こ
の
よ
う
な
国
の
活
動
の

大
切
な
財
源
に
な
る
も
の
で
す

　
私
た
ち
は
、
毎
日
の
生
干
と
深
い
か

か
わ
う
を
も
っ
て
い
る
〃
税
金
〃
に
つ

い
て
、
そ
の
仕
組
み
や
使
い
み
ち
を
↓

分
に
知
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
こ
の
た
め
、
全
国
の
国
税
局
、
税
務

署
で
は
、
十
一
月
一
一
日
か
ら
十
七
日

で
ま
の
一
週
間
を
」
税
を
知
る
週
間
し

と
し
て
、
税
に
関
す
る
資
料
展
や
臨
時

の
税
務
相
談
所
の
開
設
、
中
学
生
・
高

枚
生
か
書
い
た
税
に
関
す
る
作
文
の
表

彰
な
と
を
行
い
ま
す

　
ま
た
、
税
理
士
会
、
日
本
税
務
協
会

肖
色
申
告
会
、
法
人
会
、
間
税
協
力
会

納
税
貯
蓄
組
合
な
ど
の
民
間
団
体
に
お

い
て
も
、
講
演
会
、
税
法
の
引
明
会
、

ざ【魅

れ淡
．会
hな
まこ
すを
　　開

　　備

　　す

　　る

　　と

　　が
　　予

　　疋

垂
み
な
し
法
人
課
税

選
択
の
届
出

　
＝
け
な
し
広
人
謙
税
L
制
唄
と
は
、

個
人
経
営
の
事
業
主
に
つ
い
て
も
、
血

色
申
告
を
し
て
い
る
場
合
は
法
人
の
漂

税
万
法
に
似
た
万
法
’
．
・
所
得
税
を
訓
算

し
よ
う
と
い
う
も
の
て
す

　
し
た
が
つ
’
、
個
人
経
営
の
事
業
ゴ

も
、
会
社
の
村
長
藁
鴫
㌔
ん
と
結
し
k
う
に

誌
酬
（
月
結
）
を
受
取
る
こ
と
か
で
㌧
。
－

二
の
杓
酬
額
は
必
要
経
實
に
算
入
山
・
・
れ

る
と
い
う
魅
刀
あ
る
心
組
み
に
な
っ
て

い
ま
す

　
手
続
な
と
註
し
い
こ
と
は
、
税
務
署

に
わ
尋
3
1
く
セ
ぜ
．
㌔
い

　
）、
a

藷
琶
法
人

魎
、

各
蜜」

oo罐

瀟
牧
水
先
生
の
生
涯

　
牧
水
先
乍
か
h
つ
タ
、
の
通
一
丁
本

松
原
を
散
歩
す
る
と
樹
木
に
番
号
か

け
ナ
て
あ
る
こ
気
月
｝
、
、
調
へ
た
ろ

国
か
・
つ
加
岡
県
が
払
F
ギ
て
伐
材
す

る
と
の
こ
と
て
し
た
。
先
生
は
驚
h

て
、
そ
の
非
を
耳
え
た
文
を
二
回
発

表
し
ま
し
た
　
そ
の
文
は
現
右
「
沼

津
干
本
松
原
」
の
題
で
麺
僚
集
に
収

め
う
れ
て
い
妻
す
．

　
こ
の
文
の
前
段
は
」
肌
い
右
の
原
に

増
益
一
人
か
苫
心
に
二
心
を
重
ね
て

k
う
や
く
一
千
本
の
松
を
植
付
、
そ

の
後
数
伏
の
苫
心
に
・
鼠
っ
て
現
右
の

れ
穴
な
松
原
か
出
来
た
二
と
を
記
し

後
段
に
久
の
よ
う
に
記
し
て
い
ま
す

一
と
こ
ろ
か
町
今
聞
く
に
耐
え
ね
己
し

ま
は
し
い
風
読
を
聞
く
二
と
て
な
ド
．

た
．
口
く
瀞
岡
県
は
何
と
か
の
財
汐

を
得
♪
、
一
か
た
み
に
沼
津
千
本
松
原
の

一
部
を
伐
採
す
る
と
い
ふ
の
て
あ
る

　
一
兀
来
こ
の
千
本
レ
松
原
↓
怯
晶
川
軍
御
昭
科

林
に
属
し
て
い
た
　
そ
れ
を
水
仕
運

動
の
，
矧
か
あ
r
・
て
静
岡
県
は
今
伍
こ

れ
を
自
分
の
丁
に
納
め
た
　
納
♪
、
」
る

や
否
マ
百
佳
－
の
風
中
ヨ
に
耐
…
へ
て
来
ハ
」

こ
の
玉
樹
の
幹
の
皮
を
は
い
て
中
マ

と
番
号
を
註
㌧
、
込
几
♪
の
て
あ
る

　
概
、
論
松
原
全
体
を
伐
ら
う
と
、
小

の
て
ま
へ
．
（
沼
津
巾
内
こ
属
す
る
鄙

…
ー
ー
ー

万
を
伐
ろ
う
と
い
ぷ
の
て
｝
5
、
る
し

？
し
二
二
は
実
こ
東
西
四
里
こ
も
た

る
松
原
の
内
最
も
老
松
に
富
み
、
最

も
雑
木
が
茂
一
、
丁
本
松
原
の
眼
臼

シ
」
3
U
個
醐
・
ハ
へ
㌧
・
－
三
層
μ
｝
」
叱
一
〃
Q
の
げ
、
’
の

る
　
こ
こ
伐
・
♪
れ
て
は
も
つ
洋
本
松

原
は
日
本
↓
の
松
原
て
は
な
く
、
Ψ

凡
な
一
松
原
て
あ
る
　
沼
津
と
し
て

此
処
を
伐
う
払
は
る
る
事
は
全
く
眉

を
落
し
頭
を
剃
》
落
し
た
る
に
等
し

い
形
に
な
る
の
で
あ
る
．
　
頚
部
［
ト
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
「
【
F
一
／
，
ヒ

此
処
を
伐
っ
て
幾
ら
の
銭
を
得
♪
、
一
と

し
て
い
る
の
て
あ
っ
う
な
幾
・
ノ
か

の
銭
の
た
カ
に
増
答
一
人
以
来
三
百

戚
の
結
晶
と
も
い
ぶ
へ
㌧
・
・
こ
の
老
樹

ハ～

i
り
ん
　
楼
牲
ド
↑
p
し
ト
｝
つ
♪
｝
い
　
ハ
の
’
」

ナ
　
　
ラ
　
　
　
　
あ
　
ほ

’
∫
’
暦
つ
’
”

　
私
は
無
論
そ
の
松
原
に
G
へ
二
私

人
と
し
て
こ
の
事
を
嘆
㍉
・
薄
し
♪
、
一
か

そ
れ
ば
か
）
て
は
な
い
　
比
類
な
・
ご

自
然
の
こ
の
一
つ
の
美
し
さ
を
廃
る

穿
し
へ
二
公
人
と
し
て
、
ま
た
そ
の

叉
し
善
・
㌔
を
歌
｝
、
）
讃
へ
て
担
人
と
洪
に

楽
し
ナ
、
う
と
す
る
「
詩
人
と
し
て
一

一
な
く
嘆
｝
、
一
老
し
♪
、
一
の
て
あ
る

　
県
に
も
県
后
に
も
沼
津
而
に
も
貝

眼
の
⊥
」
の
あ
る
三
下
を
偏
す
る
　
眼
前

の
望
事
に
囚
は
れ
す
徐
に
百
工
の
討

を
建
て
て
欲
し
い
こ
と
を
請
い
所
9

こ
」
の
て
あ
9
．
L雇

　
『
　
伍
　
古

　　

@　

@　

@
　
～

…
～
、

＼

農
業
機
械
士
技
能
認
定
研
修

　
尚
性
能
農
業
機
械
導
入
基
本
万
釧
に

基
づ
》
噛
、
、
高
性
能
農
業
機
械
（
ト
ラ
ク

タ
ー
土
局
枇
匹
能
防
除
蛛
機
・
コ
ノ
ハ
イ
ノ

●
「
オ
ー
レ
ン
ハ
ー
ヘ
ス
タ
ー
・
田
植

機
等
）
を
購
入
す
る
場
合
に
於
い
て
は

農
業
機
械
士
の
認
定
か
な
け
れ
ば
購
入

出
来
ま
せ
ん
。

　
特
に
公
庫
資
金
等
（
農
業
近
代
化
資

金
）
を
利
用
す
る
場
合
は
、
こ
の
こ
と

が
第
唄
条
目
に
な
り
ま
す
．
、

　
農
業
基
盤
整
備
事
業
が
進
む
に
つ
れ

て
大
型
機
械
か
必
要
と
な
り
ま
す
か
、

制
度
事
業
等
で
導
入
す
る
場
合
で
も
認

走
が
な
い
と
導
入
出
来
ま
せ
ん
の
で
注

U
し
て
下
ご
い
．

　
尚
、
本
年
段
ま
て
は
、
各
農
業
改
良

普
及
所
で
、
一
日
の
研
修
を
一
嫁
，
れ
は

認
定
資
格
試
験
か
置
け
ら
れ
ま
す
か
、

来
年
度
（
昭
和
5
7
年
度
）
か
ら
は
、
農

業
大
学
校
、
農
業
機
械
研
修
館
て
　
週

間
の
研
修
を
受
け
な
サ
れ
ば
な
ら
な
く

な
り
ま
す
。
是
非
と
も
、
本
年
噴
中
に

受
講
し
て
く
た
き
い
．

　
受
講
日
は
次
の
通
り
て
す

▽
日
時
5
6
年
1
1
月
2
5
日
誓
前
9
時

▽
場
所
日
向
農
協
本
店

ゾ
受
講
申
込
期
日
　
1
1
月
2
0
日
ま
て
こ

　
　
役
場
農
林
課
に
申
込
ん
で
く
’
蜜
・
・

　
　
い
。
　
（
申
込
書
は
農
林
課
に
あ
、

　
　
ま
す
。
）

ノ
受
講
料
は
笹
、
料
て
す
．

らせし文化祭のお

　昭和56年度文化祭を次の日程により開催

いたします。

町民多数の参観をお願いいたします、

　　　　　　　　七七七．；⊥い」
孟f”””，、｛写し人”ノし、．二三口

　　　　　　　　⊥　」　エ　　　ん　火

七
～
八
」
～
日

七
～
九
一
牙
～
月

公
民
館
ノ
つ
～
、
－
－
・
人
会

民
謡
夢
合
会

、
了
ユ
品
展

公
民
飴
バ
レ
ー
ボ
ー
㌧
大
会

上
目
正
駅
伝
2
．
入
ヘ
ム

役
場
玄
関
前

中
央
公
民
館

役
場
議
場

中
央
公
民
蝕

13　813時開
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点
　
二

四

　
、
寸
と
も
か
健
全
に
育
っ
て
い
く
に
は

㌧
、
「
、
）
し
い
父
親
の
愛
情
と
、
や
き
し
い

母
親
の
い
つ
く
し
み
と
の
、
調
合
か
つ

ま
く
整
っ
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
出
来

る
の
セ
と
思
い
ま
す

　
こ
の
こ
と
は
芦
よ
》
口
わ
れ
て
い
る

こ
と
ぽ
で
す
、
子
と
も
の
教
唆
の
原
典

と
も
日
わ
れ
て
い
ま
す

　
近
年
父
権
衷
失
と
口
う
口
葉
か
使
わ

れ
て
い
ま
す
か
、
威
程
父
親
か
子
ど
も

か
ら
離
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
て
し
ょ

）
か
　
了
と
も
の
事
は
皆
母
親
ま
か
セ

＝
な
っ
て
い
な
い
か
つ
う
る
さ
い
事
は

皆
母
親
か
か
た
つ
、
／
、
h
る
　
、
ワ
f
校
教

育
と
家
庭
教
育
の
連
絡
事
項
も
殆
ん
こ

母
親
の
負
任
分
担
と
な
っ
て
い
る
．
九

か
ら
子
と
も
も
話
し
た
い
こ
と
、
相
談

し
た
い
事
と
な
れ
ば
、
先
づ
母
親
て
あ

る
．
母
親
は
【
頃
来
の
母
…
任
訂
契
ヒ
リ
直
μ
）

に
話
し
相
手
に
な
っ
て
く
れ
る
　
取
、

あ
げ
て
く
れ
る
．
学
校
に
も
髪
（
顔
を

出
す
　
そ
れ
て
～
と
も
も
自
然
と
父
親

と
は
話
し
合
い
も
少
い
し
、
申
し
上
デ

た
い
事
も
し
な
い
．
た
ま
に
何
か
申
し

こ
と
一
．
」
も
す
れ
ぼ
、
　
「
お
母
さ
ん
に
聞

げ
」
と
取
り
合
っ
て
く
れ
な
い
子
と

も
か
一
寸
て
も
不
平
を
一
口
え
ぼ
一
う
る

き
い
」
の
一
口
の
も
と
に
は
ね
の
＋
ら

れ
る
　
ま
あ
こ
れ
ぽ
こ
重
て
極
端
て
ま

♪
、
h
こ
し
〆
㌔
…
J
、
と
こ
5
・
（
父
親
か
、
一

と
も
か
ら
離
れ
て
い
る
こ
と
は
事
実
て

あ
る
．
こ
の
事
は
「
理
あ
る
こ
と
も
否

定
出
来
な
い
　
↓
家
の
主
人
公
と
し
て

仕
事
に
疲
れ
、
管
理
者
と
し
て
の
心
耳

イ
と
も
ど
こ
で
は
な
い
．
母
親
や
子
こ

も
か
ら
慰
め
’
、
賞
い
た
い
位
セ
、
こ
の

9
7
　
，
0
　
●
　
「
　
－
！
　
，
　
、
－
、
　
　
e
　
　
、
、
0
　
9
」
、
’
”
　
．
　
　

　
・
・

厳
父
・
慈
母

5
、
◎
9
曳
‘
　
　
9
　
で
ノ
　
　
：
ノ
⊃
‘
　
◆
）
、
　
　
　
、
く

事
は
た
し
か
に
母
親
や
子
と
も
も
父
親

の
，
わ
苫
に
対
し
て
朝
夕
感
謝
の
心
を
二

〃
て
の
態
駁
を
示
す
へ
㍉
・
・
て
あ
〕
ま
し

よ
う
．
こ
う
し
た
家
族
内
の
心
の
と
ず

合
’
．
た
場
の
作
）
后
か
人
切
’
、
ま
へ
．
、

’
、
，
し
し
お
つ
ん

　
f
と
も
か
幼
児
L
，
家
庭
て
ム
昼
’
、

h
く
時
、
母
親
「
辺
倒
の
し
つ
け
教
官

て
終
ら
す
、
父
親
の
た
く
ま
し
い
体
と

ち
か
し
か
た
い
威
権
と
、
手
車
し
い
ナ
h

な
ゾ
、
し
を
．
手
こ
も
に
感
得
岬
・
、
す
二
と
r
、

す
　
一
あ
あ
お
父
一
・
、
ん
よ
矢
’
．
張
一
や

響・

A
し
く
て
た
の
も
し
い
「
と
口
つ
心
か

凝
然
と
わ
か
r
・
て
く
る
の
て
す
．
瞥
、

事
は
出
来
ナ
、
h
、
わ
父
｝
．
、
ん
か
ら
叱
ら

れ
る
と
卜
う
こ
と
か
分
’
．
て
く
る
の
て

丁　
．
一
こ
も
が
父
母
の
冒
に
沿
わ
な
h
事

を
起
し
た
時
よ
、
父
耕
よ
幸
し
く
｝
・
∴
、
）

し
く
叱
る
二
と
て
す
　
叱
る
教
宵
も
」
い

烈
！
、
ま
h
》
ま
せ
’
　
幼
児
し
圭
一
二
の

叱
つ
教
百
を
し
’
．
、
へ
く
，
、
少
年
期
特

こ
中
、
了
生
に
な
r
・
た
頃
、
に
、
　
一
，
も
う
κ
、
σ

・
．
わ
ん
も
　
　
一
等
の
博
の
・
h
　
目
葉
を

父
親
が
旧
（
の
一
、
す
　
幼
児
虻
一
P
力

之
ま
百
ち
の
．
～
と
も
か
極
め
て
多
、
と

口
う
二
と
，
．
、
父
親
の
皆
一
、
、
∴
カ
・
∵

任
の
あ
る
二
と
を
申
し
あ
y
七
い
の
て

す　一
家
の
出
取
口
同
一
目
κ
君
口
♪
捌
し
’
㌔
の
父
親

か
、
真
に
子
と
も
の
将
来
を
含
捌
し
て

父
親
の
厳
し
缶
・
、
と
母
親
の
慈
愛
の
心
か

一
体
と
な
一
ノ
て
し
つ
ナ
て
い
ナ
ぼ
、
健

全
な
子
と
も
か
↓
昼
・
て
h
く
こ
と
亡
、
レ
，

か
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

祖
会
教
百
委
員

　
　
　
　
柘
　
甲
　
’
r
、
　
分
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ら
せ
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評
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郵
便
受
箱
と
名
札
を

　
大
切
な
お
手
紙
な
ど
を
、
安
全
確
実

に
受
取
r
、
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
郵
便

受
箱
を
お
付
け
く
だ
ン
、
、
い
．
．
お
溜
守
な

ど
の
場
合
に
配
達
出
来
な
い
場
合
が
あ

り
ま
ず
．
．

　
又
、
郵
便
受
箱
か
表
札
に
家
族
全
員

の
名
前
を
書
い
て
お
く
と
、
近
所
に
同

性
．
∂
家
が
あ
る
場
合
や
、
お
子
ふ
・
、
ま
あ

て
の
お
手
紙
な
ど
が
誤
配
さ
れ
る
こ
と

を
防
げ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
協
力
下
き
い
．
．

　
尚
、
郵
便
局
で
も
郵
便
受
箱
の
あ
っ

せ
ん
を
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
利
用
下

さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
山
陰
郵
便
局

就
学
前
の

　
町
教
育
委
員
会
で
は
、
昭
和
五
十
ヒ

任
・
四
月
か
ら
小
学
校
に
人
学
す
る
児
童

（
昭
和
5
0
年
4
弓
2
日
～
5
1
年
4
弓
－

日
生
）
を
対
象
に
、
次
の
日
程
で
知
能

検
査
及
び
内
科
検
診
を
実
施
し
ま
す
の

で
、
保
護
者
同
伴
の
う
え
必
ず
受
険
し

て
・
必
写
『
、
い
．

健
康
な
時
に
愛
の
献
血
を

　
准
れ
か
が
治
療
の
た
め
に
、
輸
血
を

受
け
て
い
ま
す
．
．
そ
の
血
液
は
み
な
ン
・
、

ん
の
善
意
の
献
血
に
よ
る
血
液
で
す
一
．

　
健
康
な
ら
ば
認
れ
に
で
も
出
来
る
助

け
合
い
が
献
血
で
す
。

　
町
の
献
血
推
進
協
議
会
で
は
、
町
内

で
使
わ
れ
た
血
液
は
町
内
で
確
保
す
る

こ
と
を
目
標
に
努
力
し
て
お
り
ま
す
一

　
呼
け
へ
低
曳
㌔
’
ん
．
の
η
、
功
言
忌
刀
’
甲
　
ハ
ρ
願
い
噸
，
し
↓
柔

す
。▽

日
時
　
1
1
月
8
日
　
1
0
時
3
0
～
1
5
時

▽
場
所
　
東
郷
町
中
央
公
民
館

た
ば
こ
消
費
税
は

暮
ら
し
の
中
に
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

O
た
ば
こ
は
地
元
で
買
い
ま
し
ょ
う
。

健
康
診
断

東
郷
小
学
校

．
卜
、
r
　
　
　
ノ

「
P
ク
」
　
　
ノ

越
表
　
〃

悪
騒
　
〃

祥
漆
　
　
ノ
．

　　　　　　　　11

〃　〃　〃　〃　月
2019181716

日　日
1313

時時
3040

分分

日　日

〃　　　〃

日
15

時
30

分

衛
生
だ
よ
り

6
〕
乳
児
検
診

日
時
　
1
1
月
5
日
1
2
時
～
1
4
時

場
所
　
老
人
福
祉
館

対
象
者
　
5
5
年
1
1
月
1
日
か
ら

　
　
　
　
5
6
年
8
月
5
1
日
生
れ

6
一
母
チ
相
談

日
時
1
1
月
2
9
日
9
時
～
1
2
時

場
所
　
老
人
福
祉
館

三
　
一
才
六
ヵ
月
児
検
診

　
日
時
　
1
1
月
2
6
日
1
3
時
～
1
4
時

　
場
所
　
町
立
東
郷
病
院

母
子
手
帳
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
！

　
　
行
政
相
談

　
毎
月
第
一
一
．
火
曜
日
を
定
例
行
政
相
談

日
と
し
’
、
国
県
町
等
の
行
政
全
般
に
．
旦

’，

f
、
恐
　
情
要
望
意
見
な
ど
が
あ
る
場
合

栢
談
に
応
し
二
、
お
り
ま
す
、
次
の
椙
談

日
は
左
紀
の
通
り
で
す
、
．

　
　
　
　
記

一
日
時
　
十
一
月
十
七
日

　
　
　
　
　
竿
前
九
時
～
午
後
三
時

二
軒
場
　
東
郷
町
老
人
隔
祉
館

　
　
東
郷
町
行
政
相
談
委
員

　
　
　
　
　
山
　
口
　
俊
　
一

　
　
、
シ
倒
寄
付
御
礼

昭
和
五
十
六
年
九
月
十
八
日
か
ら
十
月

十
六
日
ま
で
の
間
に
香
典
返
し
と
し
て

つ
ぎ
の
か
た
か
ら
社
会
福
祉
の
た
め
御

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
御
冥
福
を
謹
ん

で
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
ニ

ニ
に
厚
く
お
礼
装
し
上
げ
ま
す
．
、

」、

A
小
野
田
の
寺
原
イ
セ
．
＋
｝
、
・
ん
か
ら

　
　
（
イ
ヂ
き
ん
　
乃
才
ご
死
≠
C

．
・
坪
谷
の
那
須
貢
ふ
、
、
ん
か
ら

　
　
（
キ
ジ
ふ
、
・
ん
　
7
8
才
ご
死
去
）

．
▽
田
野
の
児
玉
円
き
ん
か
ら

　
　
（
シ
マ
ふ
・
」
ん
　
國
⊥
イ
ご
死
＋
「
C

V
仲
深
の
山
口
「
好
き
ん
か
ら

　
　
　
（
親
》
・
・
ん
　
2
8
才
ご
死
去
）

　
　
◎
心
配
ご
と
相
談
所
案
内

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
ど
ん
な
こ
と

で
も
相
談
で
き
る
心
配
ご
と
椙
談
所
を

開
設
し
て
い
ま
す
．
。

開
設
日
　
十
一
月
十
七
日
第
三
火
曜
日

時
　
間
　
午
前
九
時
～
年
占
三
時

場
所
　
老
人
福
祉
館

　
　
　
　
8
月
届
分

出
生
お
め
で
と
う

　
赤
ち
ゃ
ん
の
者
　
交
の
名

川井是li崎直赤【i嗣赤

嘘悪兆尾里抹崎野隼

鷺退職攣溝
駐． ｮ工六一 g≠df．．時利口

　　　．1一　　　　　の
義之男一・光信昭男男名
福小福下甑隔羽坪八住
総濠瀦一一縄所

結
婚
お
め
で
と
う

　
　
氏
　
　
　
　
　
名

夏
　
　
田
　
　
姦

し
口
　
永
　
　
数

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

恵美

諸福住
濤瀬所

乞．．一．．

！人

な

1　男　3，185人　（4＞｛

4　　　　　　　　　　　　　「
で　女　3，386人　（3）’

：1世帯数1，776戸（∠．1）

156年9月目日號！

　　　（　）は対前月比　　；．
｛　　　　　　　　　　　　　　　　　｝
．ノ＿　一．一　＿’）；・一一＿．．v一、＿一〆やF．一・’．．♂礼、、

まちのうごきデーρ、松黒安甲占佐

。6，571人，，、抽木質・藤i氏

　　　　　　　　　辿 ソ鞭ヨヨー1者

’治郎ネシ蔵
　　　　　　　　　　　　
85
秩E・83．7786堅

坪鶴寺羽迫鶴住

講繊舗所
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町報とうこう

松
く
い
虫
被
害
木
の

伐
倒
駆
除
の
協
力
に
つ

　
あ
ち
二
ち
で
、
松
く
い
虫
に
よ
る
被

書
木
が
み
ら
れ
る
よ
う
で
す
．
．

　
被
宝
n
の
発
生
は
、
　
マ
ツ
ノ
マ
ゲ
．
ラ
カ

ミ
キ
リ
に
よ
っ
て
伝
播
山
．
、
れ
る
マ
ッ
ノ

ザ
イ
セ
ン
チ
ユ
ウ
．
が
ア
カ
マ
ツ
、
ク
ロ

マ
リ
の
樹
体
内
に
入
っ
て
急
激
に
樹
を

衰
弱
ふ
・
み
、
一
枯
ら
す
か
ら
で
す
．
、

　
こ
の
松
く
い
虫
を
防
除
す
る
た
め
に

町
松
く
い
虫
防
除
協
議
会
で
は
国
、
県

の
補
助
を
う
け
て
被
害
木
を
伐
倒
し
薬

剤
を
散
布
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
．

こ
れ
は
森
林
病
害
虫
等
防
除
法
に
よ
r
・

て
、
早
期
に
か
つ
徹
底
的
に
駆
除
し
、

ま
ん
延
を
防
止
し
、
森
林
の
保
全
を
図

る
こ
と
が
目
的
で
す
．
．

狩
猟
解
禁

　
1
1
弓
1
5
日
か
ら
狩
猟
が
解
禁
に
な
り

ま
す
．

　
現
在
、
多
発
傾
向
に
あ
る
狩
猟
事
故

を
防
止
す
る
よ
う
に
法
令
や
マ
ナ
ー
を

年
り
ま
し
よ
う
。

▽
使
用
前
に
銃
を
点
検
し
機
能
の
完
全

　
な
も
の
を
使
用
す
る
こ
と
．
．

▽
絶
対
に
酒
気
を
帯
び
て
銃
を
手
に
し

　
な
い
こ
と
．
、

7
実
包
を
装
填
し
て
い
な
い
と
き
で
も

　
銃
口
を
人
や
建
物
な
ど
に
向
け
な
い

　
二
と
．
．

∵
安
全
装
置
を
か
け
た
か
ら
と
い
っ
て

　
　
　
　
　
い
て

　
木
墨
画
虚
梱
田
口
南
塁
の
晒
騨
除
砕
は
、
　
岨
殿
林
大
剛
臣

ま
た
は
知
事
が
、
病
害
虫
等
の
付
着
し

て
い
る
樹
木
の
所
有
者
、
ま
た
は
管
理

者
に
対
し
、
駆
除
命
行
を
出
す
二
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
．

　
諸
般
の
事
情
に
よ
（
て
、
樹
木
の
所

有
者
が
直
接
駆
除
す
る
こ
と
は
困
難
で

あ
り
ま
す
の
で
、
町
松
く
い
虫
防
除
協

議
会
が
事
業
量
の
割
当
に
応
じ
て
防
除

を
行
な
っ
て
い
ま
す
．

　
今
年
の
被
害
木
伐
倒
馴
除
は
、
特
に

被
害
木
が
集
団
的
に
発
生
し
て
い
る
地

域
を
重
点
的
に
実
施
し
ま
す
．

　
樹
木
の
所
有
者
の
御
協
力
を
お
願
い

’
し
キ
よ
幽
」
－
、

　
1
1
月
1
5
日
～

　
2
月
1
5
日
ま
で

　
安
心
し
た
り
、
過
信
し
な
い
二
と
．

［い

A
水
平
撃
ち
は
キ
、
・
け
る
こ
と
．

▽
農
耕
地
や
造
林
地
に
踏
み
込
ん
で
、

　
作
物
や
林
木
に
被
害
を
与
え
な
い
二

　
と
．
．

▽
地
域
の
住
民
に
無
用
の
不
安
を
与
え

　
た
り
、
ひ
ん
し
ゅ
く
を
買
う
よ
う
な

　
行
為
は
厳
に
つ
つ
し
む
こ
と
．
．

▽
他
人
が
狙
っ
て
い
る
繹
物
に
は
銃
口

　
を
向
け
な
い
こ
と
．
．

▼
山
火
事
を
起
さ
な
い
よ
う
、
タ
キ
穴

　
。
タ
バ
コ
に
注
意
す
る
こ
と
．
一
等
を

」
土
り
狩
猟
道
徳
の
向
ヒ
に
努
め
よ
う
．
．

綴ご存じτすカ◎

人名漢字
≡人名用に新採用の54字藝

たしま
　
⑤
竪
器
醇

　
生
ま
れ
て
≒
・
た
．
r
へ
の
最
初
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
　
．
そ
れ
は
、
名
前
を
付

け
て
あ
げ
る
こ
と
で
す
。
わ
た
し
た
ち

は
”
名
が
体
を
表
す
”
よ
う
に
願
い
を

こ
め
て
、
．
r
へ
の
深
い
愛
情
と
夢
を

そ
の
名
前
に
託
し
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
名
前
に
使
え
る

漢
字
が
、
ヘ
ー
年
の
ト
月
一
日
か
ら
増

え
た
の
を
ご
存
じ
で
し
．
6
う
か
。

　
八
，
ま
で
～
供
の
名
前
に
使
え
る
漢

字
は
、
千
九
百
し
レ
字
（
当
用
漢
字

表
プ
ラ
ス
人
名
用
漢
字
別
表
・
同
追

加
表
）
で
し
た
。
こ
れ
が
、
常
用
漢

字
表
等
の
制
定
に
よ
り
、
．
．
千
百
卜

．
字
（
常
用
漢
字
表
プ
ラ
ス
新
人
名

用
漢
字
別
表
）
に
な
り
ま
し
た
。
つ

ま
り
、
百
四
卜
．
字
増
え
た
こ
と
に

な
り
ぎ
す
。

　
こ
の
中
で
、
新
し
く
室
名
用
漢
字

別
表
に
仲
間
入
り
し
た
の
は
「
超
」
、

「
茉
」
、
「
遼
」
な
ど
の
丘
卜
四
字
（
別

表
参
照
V
。
へ
，
ま
で
認
め
ら
れ
な
か
っ

た
「
越
夫
」
や
「
遼
太
郎
」
な
ど
の

名
前
も
Q
K
に
な
り
ま
し
た
。

　
名
前
は
“
も
う
．
つ
の
顔
〃
と
し

て
．
　
一
生
つ
い
て
ま
わ
る
も
の
。
そ

れ
ぞ
れ
の
想
い
を
こ
め
て
．
ス
テ
キ
な

名
前
を
考
え
て
あ
げ
た
い
も
の
で
す
。

伍
伶
侑
順
順
峻
嵩
達
書

彬
惇
三
三
斐
旦
昂
李
栗

楓
槙
汐
洵

涜

渥

瑛
揺
璃

甫
皓
眸
矩
碧
笹
緋
翔
脩

苑
＋
末
莉
碁
譜
蓉
蕗
鎮
護

赴
迫
遥
遼
紅
海
駿
鮮
紅

町報とうこう
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譲
細
述

墜
“

納

・
麟
蟻

　
絶

轟
胤

ゆ

　　喜んだろう？
　迫野内の山田年雄きんから　一二

の前、馬屋の二階をかたずけてい

たろ、こんな”物，，が出て来まし

た。何λでしょうかねエー．．と届

けられたのが写真に写っているも

の

　全＝長92‘物、　巾畠24‘加、　1宇〔∫陳4f鋭と

かなり大きなもの。

　嘉永二年　日

　八重原村川原門

　　　山本日用　　と刻まれて

います．

　∫rI∫ノし　：こ　f吏言　）　君　虻　ナニ　　も　　4♪　ん　、　ご　序　：二　　）ウ

方は教育委員会までお知らせ一ドさ

い

刈千切唄日本一
　仲深の矢野金雄きんが、9月25

日・26日に宮崎市民会館で開かれ

た、第1回刈千切唄日本一コン．ラ

ールでみごと優i膨圭しましノニ、

　これは、宮崎市・ぶじ企画の主

催で開かれたものですが、県内か

ら60人、県外からも21人もの刈干

一・アンが出場、予選、準決勝、決

勝の三回を歌い抜いてみごとに、

刈干切唄日本一一になりました。

　金雄きんも、本格的に民謡を始

めたのは7年半前からだそうです

噌一 ﾔ好きな民謡を歌って優勝で

きたんですから、これ以．トの喜び

はありません、まだまぜ勉強不足

です。これからも刈．「切唄ナご：ナを

歌い込んで！隊たい．乏喜ごごを語1

つてくれました

ぐ

薩

魍
擁
、
撚
鎌

ふ
え
る
シ
ン
ナ
ー
遊
び

　
各
種
の
少
年
事
件
が
多
く
発
生
．
し
て

い
ま
す
か
、
特
に
町
内
で
も
、
シ
ン
・
　

・
－
遊
州
、
）
を
し
’
、
い
る
者
が
増
し
’
、
ま
す

　
町
内
で
も
シ
ン
串
1
の
一
八
弓
ツ
ー
、
・

事
缶
．
商
、
コ
ー
ラ
の
州
、
し
ん
入
’
リ
シ
ン

ナ
！
二
本
、
吸
引
に
使
用
し
た
ビ
ニ
：

ル
袋
五
【
枚
以
上
が
発
見
き
れ
て
い
ま

す
，

　
文
化
遺
産
の
旅
　
　
川

　
　
石
塔

．
桑
石

　
町
内
各
所
．
の
墓
地
に
現
仔
す
る
墓

石
．
の
多
ノ
、
叶
ゆ
、
　
一
兀
禄
、
　
白
上
、
水
、
　
正
徳

亨
保
（
　
、
六
九
．
～
一
、
七
一
．
、
、

年
）
時
代
以
後
の
も
．
の
が
多
い
が
、

小
野
田
後
日
内
の
．
野
の
中
に
は
、
だ

文
十
四
年
（
［
、
五
四
五
年
）
建
窪
．

の
墓
石
が
あ
る
　
こ
れ
が
本
町
で
は

最
占
の
基
石
一
、
、
あ
る

　
羽
坂
の
旧
公
民
館
下
の
墓
地
に
は

由
陰
百
姓
一
十
．
の
際

．
の
処
刑
者
の
墓
．
石
と

伝
え
ら
れ
る
自
然
石

の
三
尉
が
あ
る
一

　
羽
坂
の
日
4
」
「
万
蔵

家
で
代
わ
、
昌
．
．
目
伝
え
ら

れ
て
同
家
で
祀
ヂ
・
て

い
る
．

　
小
野
田
一
の
消
防
器

　
シ
ン
ふ
：
一
は
生
．
へ
聞
の
危
険
が
あ
り
ま

す
．
．　
自
殺
し
た
り
．
、
又
、
池
人
に
危
害
を

加
え
ま
す
．
．

　
こ
の
問
題
は
、
警
察
だ
け
．
の
こ
と
門
、

は
な
く
、
町
民
全
体
の
問
題
で
す
．

　
吸
引
す
る
者
を
見
か
け
た
り
、
少
年

等
の
か
場
を
見
た
り
聞
い
た
り
し
た
ら

車
の
キ
ン
バ
ー
等
を
す
ぐ
通
撮
し
て
（

だ
ン
圃
」
い
．

　
少
年
達
を
検
挙
す
る
の
が
目
的
で
は

な
（
、
一
日
も
早
く
シ
ン
詣
－
吸
引
を

や
厭
な
．
三
，
・
る
た
Z
で
す
一
ご
協
力
を
／

一
の
ヒ
の
旧
墓
地
に
由
陰
百
姓
　
揆

の
蟻
牲
者
畝
原
覚
之
允
．
の
墓
石
が
あ

る
。
覚
之
允
は
八
丈
島
に
流
［
」
に
処

メ．

_
つ
れ
た
義
農
で
あ
る
。

　
出
口
の
野
の
中
に
　
西
郷
南
州
翁

家
来
之
墓
．
と
刻
し
た
墓
石
が
あ
る

明
治
十
年
2
、
八
七
七
年
）
の

西
南
の
役
の
際
戦
没
し
た
薩
軍
一
．
男

士
の
瞑
福
を
祈
　

、
建
て
・
つ
れ
た
3
つ

の
で
あ
る
。

　
坪
谷
に
は
、
．
野
鴛
崎
寺
小
屋
の
教

師
長
谷
川
譲
君
の
墓
、
牧
水
の
祖
父

母
、
父
母
．
の
墓
石
も
現
存
し
て
い
る
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